
附 属 明 細 書
\ 固定資産の取得及び処分、減価償却費（「第84 特定の償却資産の減価に係る会計処理」及び「第89 資産除去債務に係る特定の除去費用等の会計処理」による損益外減価償却相当額も含む。）並びに減
損損失の明細

（単位：円）

資 産 の 種 類 期 首 残 高 当期増加額 当期減少額 期 末 残 高
減 価 償 却 累 計 額 減 損 損 失 累 計 額

差引当期末残高 摘 要
当期償却額 当期損益内 当期損益外

有 形 固 定 資 産
（特定償却資産）

建 物 16¶877¶244¶354 390¶842¶637 41¶302 17¶268¶045¶689 5¶687¶236¶552 677¶000¶803 0 0 0 11¶580¶809¶137

構 築 物 4¶583¶575¶989 947¶444 1¶033¶800 4¶583¶489¶633 1¶832¶435¶523 185¶914¶968 0 0 0 2¶751¶054¶110

機 械 装 置 155¶464¶206 0 0 155¶464¶206 110¶706¶678 11¶068¶410 0 0 0 44¶757¶528

工具器具備品 328¶757¶069 0 4¶817¶799 323¶939¶270 213¶158¶742 25¶221¶608 0 0 0 110¶780¶528

図 書 51¶038¶855 0 284¶316 50¶754¶539 0 0 0 0 0 50¶754¶539

船 舶 8¶500 0 0 8¶500 8¶499 0 0 0 0 1

車 両 運 搬 具 5¶706¶366 0 0 5¶706¶366 5¶706¶363 0 0 0 0 3

計 22¶001¶795¶339 391¶790¶081 6¶177¶217 22¶387¶408¶203 7¶849¶252¶357 899¶205¶789 0 0 0 14¶538¶155¶846

（減損会計関係）
１．減損の兆候が認められた固定資産の用途、種類、場所、帳簿価額の概要

用 途 種 類 場 所 帳 簿 価 額

建物 6¶261¶295円

池田宿舎 建物附属設備 大阪府池田市緑丘１`４`12 527¶525円 計 7¶580¶898円

構築物 792¶078円

２．金融商品の時価等に関する事項
期末日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

（単位：円）

貸借対照表計上額 時 価 差 額

１．現金及び預金 1¶781¶386¶071 1¶781¶386¶071 `

２．未収学生納付金収入 20¶324¶100 20¶324¶100 `

３．未払金（リース債務除く） (918¶858¶394) (918¶858¶394) `

４．リース債務 ※２ (111¶979¶323) (112¶240¶091) � 260¶768
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３．資産除去債務の総額の期中における増減内容
期首残高 70¶091¶680円~

当期増加額 480¶055円
期末残高 70¶571¶735円
~ 当期より資産除去債務に係る会計処理を行ったことによる、期首時点での残高です。

２．認められた減損の兆候の概要
池田宿舎は現在、入居率が50％を下回っております。

３．減損の認識に至らなかった理由
池田宿舎は、現在も入居者を受け入れており、今後とも、宿舎や宿泊施設として活用するために
恒常的な維持管理も行っているので、減損の認識には至りませんでした。
（キャッシュ・フロー計算書）
１．資金の期末残高の貸借対照表科目別の内訳

現金及び預金 1¶781¶386¶071円
定期預金 � 200¶000¶000円

G G G G G G G G G G

資金期末残高 1¶581¶386¶071円

á á á á á á á á á á

２．重要な非資金取引
現物寄付等の受入による資産の取得 40¶906¶655円
重要な資産除去債務の計上 70¶571¶735円

（金融商品の時価等）
１．金融商品の状況に関する事項
本学は、資金運用については預金、地方債及び政府保証債（その元本の償還及び利息の支払につ
いて政府が保証する債券をいう。）その他文部科学大臣の指定する有価証券に限定しております。
なお、平成22年度期末における余裕金の運用残高は定期預金200¶000¶000円です。

※１ 負債に計上されているものについては、（ ）で示しております。
※２ リース債務は貸借対照表上、未払金に56¶251¶082円、長期未払金に55¶728¶241円計上されてお
ります。

~ 金融商品の時価の算定方法
１．現金及び預金、２．未収学生納付金収入並びに３．未払金（リース債務除く）
これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっ
ております。
４．リース債務
元利金の合計額を同様の新規リース取引を行った場合に想定される利率で割り引いて算定する
方法によっております。

（重要な後発事象）
該当事項はありません。
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